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ここで,くl)C-exp(-n(E〉C)であ り,(E)Cは Izに対する代表的なスケー リング指数とみなせ
る.
2.3 具体例 :カン トー ル集合
古典的カン ト-ル集合は,区間 [0.1]を以下のように分割することによって作ることがで
きる.まず,区間 [0,1]の中央を取 り除 く.次に,残 りの2つの区間各々について,中央の








第 2章の定式化を,確率測度を持つフラクタルの場合に拡張 しよう.n番 目の分割で,i番目
の球が九 とい う測度を持つとする.スケ-ル指数 αL･を導入すると,
(3.1a) P.I-lF'
あるいは (2.1)式を使い,































(3･12) 0(<E,,くa〉)-G(q,β)-q幣 -β讐 売淫
によって計算することができる.(3.10)式と (3.ll)式より,〈E〉とくa〉ほ
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